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3 旅行先及び調査研究内容  別紙の とお り



別 紙

調査研 究内容

月 日 令和 7年 1月 28日 (火 )

旅行先 福島県双葉郡大熊町

調査研 究事項 学び舎 ゆめの森お よび CREVAお お くまの状況調査について

〔内容〕 2023年 4月 に開校 した 「大熊町立学び舎ゆめの森」 を視察 しま した。

当初一般の視察者 と一緒の説明を受 けるはずで したが、 ご配慮 をいただき設計段階か

らしっか りと関わ り、学校立ち上げに尽力 した増子副校長か ら詳細な説明を受 けること

ができま した。

ゆめの森 は全国でも珍 しい、認定 こども園 と義務教育学校の子 どもが共に学ぶ ところ

です。現在 0歳 か ら 15歳 まで 72人 が在籍 してお り、その 8割 は教育移住 によるもの。

ただ、集団生活があま り得意ではない子や、不登校 になった子な ども多い との こと。

原発事故によって受けた大きなマイナスを覆すには普通の学校ではダメだ と、子 ども

たちの可能性 を最大限伸ばすために細部に渡 りこだわ り抜いた建物 と、 自主性 を尊重 し

たカ リキュラムになっています。

震災前の大熊町は読書のまちであった ことか ら、本には非常にこだわ り現在 2万冊の

書籍に囲まれています。子 どもたちは 自分たちの教室を持たず、授業の度に どこで勉強す

るかみんなで決 めるそ うです。そ して、子 どもたちが 自ら判断できるまで根気良 く待つて

あげることで、 自ら興味のあることを選んで 自ら学ぶよ うになってい くそ うです。

ここを卒業 した彼 らが、 どのよ うに社会に羽ばたいてい くのか見てみたいな と思いま

した。

午後か らは、令和 7年 3月 15日 にオープンす る産業交流施設 「CREVAお お くま」を

視察 しま した。貸 しオフィスや多 目的ホール、コワーキングスペース等の部屋 は完成 して

いま したが、施設パ ンフレッ トも未完成で現時点では入居は半分 もあ りませんで した。隣
|

J

接す る商業施設 「クマ SUNテ ラス」、JR大野駅、新設 され る福島県立医科大学附属病院

と今後が期待 されます。

同 じ原発事故被災 自治体 として、双葉郡の動向を引き続 き注視 したい と思います。



『わたし』がはじまる場所
～ 大熊町立 学び舎 ゆめの森 ～

2025年  1月 28日
学び舎 ゆめの森
Manabiya Vumenomori
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わたしたちの願い

これからの未来を生きる子どもたちには、

見たこと・感じたことを先取りして形にできるデザインカを育み、

自分だけのゆめのはなを育ててもらいたい。

毎
学び舎ゆめの森では、
一人ひとりに芽生えたゆめのたね(好奇心)を大切に見守り、

じっくりと根を張つて

探究できる時間を大事にしていきたいと考えています。

大熊町の豊かな教育環境

学 び の養 分

デザインカを

冑む土台

学び舎 ゆめの森

毅

ゆめのはな

見 たこと・ 麟 したことを

先 取 りして形 にで きる

デザインカ

ゆめのたね

自分 だけの好 奇う

ゆ め の 根

興味を掘り下げる

探究心

大熊町立学び舎ゆめの森 ビジョン・バリュー・ミッション

教 育

郷と離

学 び

五感 で

感 じる

探究の
STEAMlヒふるさとへの

思い  ,

本物との

出会い

遊びながら

学ぶ
学びの

個別最適化本の

生 まれる

町
ごちゃまぜ
ラーニングゆっくり

間う

ゆるやかな

協働性

0歳からの
シームレスな

3

oゆめの森の「ビジョン」

oゆ めの森で大切にしていく「バ リュー」
(価値観 )

″
生涯幼稚園児

″としての

資質・能力の成長

Wel卜bdngを 追究する

社会の形成

「自主自律」「共感協働」「承継倉1造」の価値

観を大切にし、子どもたちの資質・能力の成長

に繋げていくとともに、その価値観を具現化 し

た「多様性」を尊重 しWel卜beingを 追究する市民

社会の形成に繋げていく。

学び舎ゆめの森

震災・原発事故に直面 し翻弄された経験から価値観・学力観を転換。

唯―無二の存在であるひとリー人の「自由」の実現を追究 していく。

震災後、多くの分断・対立に直面するとともに、多くのあたたかい

支援に支えられた大熊から、もつとも優 しい社会を創 り出していく。

自らが主人公となり理想とする未来を描き、他者とともに未来を創

造する、学びと持続可能な地域実現の相乗効果を創出していく。

oゆめの森の「ミッション」
(ビ ジョンを実現するために行う施策・事業方針)

私たちは、

メ

哄

猥

|を形成し、

をデザインしています。 4
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多様性 (ダイバーシテイ)



大熊町立学び舎ゆめの森 (義務教育学校・認定こども園)概要 輩
oゆ めの森のあゆみ

学び舎 ゆめの森

2023年

大熊町に帰還 し学校再開

同時に認定こども園を開園
2学期より新校舎へ移転

′ 2011年 3月 12日 早朝の避難指示により全町避難。

′ 町内の園・学校は震災後に約10okm離れた会津若松市にて移転開講。
′ 同地で12年間教育活動を展開 し2023年大熊町に帰還。
′ 2023年 4月 、園児児童生徒数 26名 でスター ト。町帰還前の 9名 (2023年 3月 )か らの大幅増。2023年

度末で41名在籍。今後も増加が見込まれる。

o園児・児童生徒数 202蜂 1月 8日 現在

帰還や教育移住により、昨年度末より31名の子どもたちが新入 。転入してきている。
一方で、2024年度大熊町就学者総数は 1,191名 織学前317小学校580中学校29の と区域外就学が多数。

2011年

会津若松市に園・学校が避難
同地で12年間教育活動を展開

2022年

学び舎ゆめの森としてスター ト

(義務教育学校 )

5

特色ある学び :0歳からのシーム レスな学び 奪
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園
　
　
学
校

認定こども園と義務教育学校の子供たちが共に学ぶ環境を生かした
シームレスな学びを展開。

・ 幼児期の「あそび (内発的関心 口問いからの没頭)」 の力を

伸ばし、学校の「学び」も内発的な「探究」へと転換

0社会情動スキルの基盤を形作る幼児期から青年期まで一貫 した
理念とカリキュラム

0 0歳からのかけがえのない個が集い、共感 口協働 し、多様性を力に変える

環境 (時空間)      園児 口児童生徒の交流   教員連携

学び舎 ゆめの森
恥 ●|● |● Y― ― ●

多様な年齢の子ども達の自
然な関わ りを引き出す意図
的な環境をデザイン。

共同行事や、異文化共生力
を自然と育むALT参画の遊び、

季節の遊びなど。

保育と授業の相互乗 り入れ
により、年齢を超え連続性
のある遊びと学びを創造。
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特色ある学び :学びのマネジメン ト

ICTを徹底的に活用した個別最適な学びにより、子どもたち一人一人が

自分の学びをデザインし、好きなことに夢中になれる授業を展開。

ひとリー台のタブレットで、AI型教材を活用 し、知識習得の時間を大幅に圧

縮 し、探究を深化させていく深い学びを実現。

一義オ一す一̈
学
い

叫 ら組み立て得宣 伸ばしたり苦手に き合い、学びの 己マネジ

メン トの力を育成。長期休業 (夏休み等)の宿題も自ら設定。

学習者中心の学び

それぞれの習熟度に応じた

学習環境をデザインし、主

体的な学びを引き出してい

く。

時間割は子どもたちのもの  レベルアップの時間

予定、人間関係 (教員空き

時間、仲間)、 学習内容

(伸ばしたい/補いたい)

のマネジメン トカを育成。

6年生 A 6年生 B

それぞれが自由に使える
「レベルアップの時間」得
意を伸ばしたり苦手を補う。

7

ヽ
ヽ

筆+

学習すべき内容を単元進行表で示しつつ、子どもたちが「誰と 口どこで・ 認識 舗

何を・どのように学ぶか」自己決定 して学ぶとともに、毎時の振 り返りを徹底す

ることで、主体的な学びによつて知識習得時間を大幅に圧縮 し深い学びを実現。

間時９

１

２

３

４

５

６

７

全 6年生 C 6年生 D

-

単元テスト

興味・関心に

興味 関心に

単元テスト

単元テスト

単元テスト

9

個別最適な学び+学びのマネジメン トの効果 (6年生D)

・ AIド リルも活用 し習熟度に応 じた学習に取 り組む。

・ 得意な教科では自主的にさらに高度な学びに没頭 し

学びが加速。

・ ある 6年生児童は社会科では既に中 3の学習を終え

た。11月 の社会科学習時間 124時 間、解いた問
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【参考】学びのマネジメントカを育む評価・長期休業中の宿題
学び舎 ゆめの森
■|●● |●

"―
■

これまでの一般的な評価

通r8‐ 簿

靱

明日から学校なのに

宿題が終わらない

,

どうしよう

成績が下がつて

る

1学期 夏休み 冬休み

自らの評価を知る機会が学期末ごとの年3回。

自らのがんばりと評価の関係が見えにくいので、「できた」という自信に繋がりにくい。

長期の休みの目標と通知表の関係性が乏しい。
⇒

評 価 ① 7月 :

学びのカウンセリング

夏休み前の個別懇談で現

段階の評価(4教科)を伝え

夏休みの目標を立てる。

評 価 ② 通 知 表

夏休み を経 た学習の定

着 を再確認 し、正式 な

評価で通知表 を示す 。

評価が上が る可能性が

ア ップす る。本人の 自

信にも繋がる。

評 価 ③ 12月 :

学びのカウンセリング

夏休み同様、個別懇談で現在

の評価(4教科)を伝え、冬体

みの目標を立てる。

通知表を2回 にする

メリット

量貪凩£

Ｏ
Ｓ
ｍ
め
Ｓ
吝
怯
冷
り
０
計

一

日
丼
■
側
謝
ｏ
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叫
か
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一
＋

3学期

評 価 ④ 通 知 表

3学期 を経た学習の定

着 を確 認 し、正式な評

価 を通知表で示す。

本人の頑張 りの成果が

反映 され 「学 びの 自己

マネジメン トカ」の育

成に繋が つてい

春休み

もつと個が伸びる

ための評価にならない

ものだろうか…。

糀
ヽ ヽ /

評価を伝える場面が 4回 に増え

る。

長期の体みの目標と評価を関連

づけ、長期の体みを成長のチャ

ンスとする。

評価が上がれば自信に繋がる。

長期的に子どもを見取った評価

ができる。

保護者も納得できる評価となる。

個の学びのマネジメン トカを

伸ばす指導と評価ができる。

4月 7月 10月 12月

1学期     夏休み       2学 期       冬休み       3学 期

「学 びの 自己マネジメントカ 」を育 むことを目指し、評価の結果を子どもたちの具体的な学習改善に繋げていきます。

月

9

特色ある学び :持師琳ヒt酬出の実鼎こり諄J“打る「未来デザインの時間」

自らの「興味」と「問い」を出発点として、大熊の豊かな人や歴史に向き 締 朧舗

合い、各教科の学習とも往還 しながら、各自が大熊に貢献するプロジェク トを実

践 し、自らの生き方の創造に繋げる。

・ AIド リルも活用して知識習得の時間を大幅に圧縮。

・ 生み出された余裕時間も活用し、公民分野の学習やフィール ドワーク等を出発 |

点に、地域の課題を調査 し、課題解決のプロジェク トを構想 し実践 (9年生)

社会科公民分野で学習する市場経済や生産

活動の知識も活用 し、町の特産物を生か し

た商品の開発、販売活動、決算等の一連の

実践に取 り組む。リヤカーを改造 したカフ

ェは技術家庭科の授業で制作。

ゆめの森令和5年度～
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特色ある学び :演劇教育～あたらしい大熊の物語の創造と共有

地域と向き合いながら演濠1表現に取り組み、自己肯定感や表現力、協働力

や創造力等の 4C※の力を磨 くと

ともに、新 しい大熊の物語を紡ぎ

ナビ=ヴ

~。

    
※ζ:I重承二ζttζ II`集じ主じ曹じ

グ`

専任アーティス トが学校に常駐し、
子供たち・アーティス トロ教員が協
皿。大熊の地域や他者との出会いで
の共感を出発点として演劇表現を創
造。

子供たちがあたらしい大熊の物語を
創造し、地域と共有。

音楽での合唱の技能や表現をみがく学習や、図
工での衣装創作や案内チラシの作成等の学習

当校落成式 (2023年 9月 21日 )で舞台を披露。

子供たちのパフォーミング・アーツで式典を包み込み船出を祝 う。

演劇「きおくの森」 (2024年 11月 7日 公演)地域の方等約200名 が参観する中、

子供たちが新たな大熊の物語を創造 し、地域と共有。 11

特色ある学び :イ ンクルニシブな学びのコミュニティ

DE&|の視点ですべての児童生徒の個別の支援計画を活用した体制を構築 舗 総舗

することにより、唯一無二の存在である児童生徒ひとりひとりの力を最大限伸
ばしていくインクルーシブな学び舎を実現。

・ すべての子どもたちについて個別の支援計画を

作成するとともに、毎週DE&|コーディネーターを中心
ミーティングを重ね、多面的に個の特性を捉

、共通理解を基盤 とした支援に繋げていく。

毎学期本支援計画を活用 しながら子どもたち・

保護者 。学校が対話を重ね、子どもたち自身の

策

に

え

学びのマネジメン トの力も育んでいく。
個別の支援計画 『私』がはじまる

■`11     '

『 私』がはじまる

年 名前 (男  女 )

嗽
学び,ゆ め0轟

ゆめの森の DE&l

「ダイバーシティ:多様性」「エクイティ:公正性」
「インクルージョン:包摂性」の頭文字をとつたこの
言葉は、社会や組織のWell― beingを 追求する上
での重要な要件。

ゆめの森は、多様な個性や特性を持つ子ども
たちの成長を支えていくために、合理的な配慮
による支援をすることで (ェクィティ)多様性を尊
重し (ダィノ■シティ)Well― beingを追究する包摂的
な優しい場所 (ィ ンクルージョン)となることを目指す。L

現 実   平 等 (公平)  公 正 解放・包摂
:12

:

‐:::曹 :llililll'1‐

4

ヤff

メ
ー/

常

ヽ
プ

な

・̈γ
ゾ

l

一
一
　
　
一̈̈

■‐・ [t

|

|

′

|



特色ある学びを支える  「哲学する学び舎」を目指す教員研修

学校や授業の在り方について「こうあらねばならない」という自らの中での前提を疑い、
地域 。社会や子どもたちのあるべき未来について一人一人のデザイナーが探究し、
徹底的に対話を重ねる「哲学する学び舎」としての姿を目指し、教員研修を重ねている。

・ 学校の狭い社会に閉じこもらずに実社会の課題や変化に目を向ける研修
・ 子どもたちの発達の特性や認知 。学習の構造を科学的に捉えた授業の設計
・ 行事や授業の企画運営に際しての徹底的な対話を通じた、前例踏襲ではない日常の営み
・ デザイナーひとりひとりが「学び舎 ゆめの森」を自らの視点で語る言語化と思考の深化

地域課題理解研修       全国の関係者との対話     脳科学・行動科学研修

学び舎 ゆめの森

子どもたちが大熊をフィール ド
とした学びを展開する上で、12

年ぶ りの大熊町帰還に際 して、

デザイナーもフィール ドワーク

を重ね地域と出会い、大熊の過

去・現在・未来と向き合い、課
題を見つめ思考を重ねている。

全国から視察に来訪する教育関

係者や専門家との対話を重ね、

各デザイナーが当校での自らの

実践を言語化するとともに、全

国各地への視察も行い、対話を

通 じて自らの取 り組みを相対化
し、日々の実践に生か していく。

子供たちの特性を理解 しなが ら、

複雑な子供の発達や学びを見取

り、子供たちの行動変容に繋げ

る環境を構成 し支えるために、

特別支援教育や脳科学・行動科

学の専門家の方による教員研修

を重ねている。        13

ゆめの森の学びを体現する校舎 (2023年 8月 移転 )

0～ 15歳が共 l 牛 l_堂 ミ _平 4■ ル十 人が 本 お ス _オ て のベ 捏 百Fバ合‖ミ告的 不 ふ ス

復興拠点となる大川原地区に子どもたちや地域住民も集うみんなの学び舎として竣工。

① 三角形フレームの組合わせで生まれる      ② 図書ひろばを中心に混ざり合う

自由な建物形状            放射状のゾーニング

金舞響留輩ヌ理残  パレットゾー
(特別教室)

1スバンサイズ 学童ゾ
=ン

一
　
』
ｒ
ｅ
日
一‐
一

学び舎 ゆめの森

アリーナ

職員ステーシヨン

園議を目うように
向かい合う保育室

囲われたみんなの中庭

グラウントに沿って
配置された教室

幼保ゾーン

みんなの中庭
グラウント

③ 大熊町の新 しいシンボルとなる

特徴的なシルエッ ト

義務教育学校ゾーン

逍環構造 ～すぐれたIE真の要件～

⑦ 全体がポーラスな空罰で構成されていること

燿壊腱転  東薫工案大学名
=教

授 仙田 綺 (元日本建築家協会会長 )

―
:

校舎全体が遊びと探究の舞台
■4
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【取材#01】 遊びに熱中する瞬間

を、見逃したくない

認定ことも園 と義務教育学校が一体とな り、0～ 15廟の

シームレスな学びを目指す 「学ひ舎 ゆめの薫」。認 …

渡辺滝 マネー′
"―

【interview#02】 「幼児教育の

都 づ く り 」 が は じ ま る (渡辺 滝 )

認定こども回と義務教育学 1交が―体となり、0～15歳の

シープ、レスな学びを目指す「学び舎 ゆめの募」.:=

【取材#03】 「ノーチヤイムJから

はじまった
″
私

″
の物語 (半谷翼由.¨

E=定 ことも国と義務教育学校が一体 とな り 0～ 15歳の

シーム レスな学びを目1冒す 「学び舎 ゆめの薇 J。 202

■ |

.11‐
‐,■ |,

1

.       孵 El■ GM

Iル.:. =  ll■寺■纂

【取材 #04】 「こうでなければな

らない」からの解放 (増子 啓信 )

認定こども国と義務教育学校が一体となり、0´V15蔵 の

シームレスな学 /」 を目指す「学び含 ゆめの兼J.ゆ

【取材#05】 理想の社会のモデル

「学び舎 ゆめの森」 (南郷 市兵)

累定こども日 と義務教育学校が一体とな り、0～ 15競の

シーム レスな学びを目指す I学び全 ゆめの藤 J。 そ

【取材#06】 「難しい」より「おも

しろいJの方が勝つ (新妻―輝)

i=定 二こt=こ曇鷺教育事it'一 デニ
==〔

1ヽ5重 ら

'―
ム|´スな事ごを重:=す 1宇ひき,■ 3■_,■

no+e 躙 日々の遊び 口学びの様子、デザイナーインタビュー 更新中 !

16

学び舎ゆめの森の うた 較歌)
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（特
集
〕民
か
ら
学
校
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る

０

ヽ

挑
戦
す
る
学
校
と
私
の
は
じ
ま
り

浜
尾
莉
奈

２
０
２
４
年
４
月
１
日
、
私
は
福
島
県
の
小

学
校
教
員
初
任
者
と
し
て
働
き
始
め
た
。
赴
任

校
は
福
島
県
双
葉
郡
大
熊
町
の
義
務
教
育
学

校

「大
熊
町
立

学
び
舎

ゆ
め
の
森
」
で
あ
る
。

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
及
び
東
京
電
力

福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
い
全

町
避
難
を
強
い
ら
れ
た
大
熊
町
の
教
育
機
関
は
、

避
難
先
で
あ
る
会
津
若
松
市
河
東
町
で
の
１２
年

間
の
避
難
を
経
て
、
２
０
２
３
年
４
月
よ
り
認

定
こ
ど
も
園

・
義
務
教
育
学
校

「大
熊
町
立
学

び
舎
ゆ
め
の
森
」
と
し
て
大
熊
町
に
帰
還
し
た
。

・２
年
間
の
な
か
で
、
大
熊
町
の
学
校
は
、
河

東
地
域
の
人
び
と
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
方
々

に
支
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
地
域
と
の
繋
が
り
の

重
要
性
を
感
じ
て
き
た
。
ま
た
、
今
あ
る
当
た

り
前
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
教

育
で
大
事
に
し
て
い
く
べ
き
こ
と
は
何
な
の
か
、

多
く
の
こ
と
を
見
つ
め
直
し
て
き
た
。
そ
れ
は

今
の
ゆ
め
の
森
の
土
台
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ゆ
め
の
森
が
目
指
す
も
の

「
わ
た
し
』
を
大
事
に
し
、
『あ
な
た
」
を
大

事
に
し
、
み
ん
な
で
未
来
を
紡
ぎ
出
す
。」
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
「生
涯
幼
稚
園
児
～

熱
中
す
る
探
究
者
～
」
と
し
て
の
資
質
能
力
を

育
成
す
る
た
め
、
「
０
歳
か
ら
の
シ
ー
ム
レ
ス

な
学
び
」
の
実
現
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
個

別
最
適
な
学
び
に
よ

っ
て
、
自
ら
考
え
て
自
ら

学
ぶ

「学
び
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
取
り
組
み
、

あ
た
ら
し
い
大
熊
の
物
語
の
創
造
と
共
有
を
目

指
し
た

「
演
劇
教
育
」
な
ど
、
特
色
あ
る
教

育
を
進
め
て
い
る
が
、
な
か
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
個
別
最
適
な
学
び
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

自
ら
の
ペ
ー
ス
で
学
習
を
進
め
る
自
由
進
度
学

習
、
時
間
割
や
夏
体
み
の
宿
題
を
自
分
で
決
め

る
な
ど
、　
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
学
び
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
よ
う
な
ゆ
め
の
森
の
教
育
の
根
底
に
は
、

学
校
が
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
大

熊
町
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
つゝ

「学

校
の
地
域
貢
献
」
と
い
う
部
分
が
深
く
関
わ

っ

て
い
る
よ

つヽ
に
思

つヽ
。

子
ど
も
は
学
び
の
主
体

ゆ
め
の
森
の
教
員
と
し
て
働
き
始
め
て
約
３

カ
月
、
右
も
左
も
分
か
ら
ず
バ
タ
バ
タ
と
走
り

続
け
て
い
る
が
、
実
際
に
大
熊
町
で
ゆ
め
の
森

で
働
く
な
か
で
、
日
々
新
し
い
刺
激
を
受
け
、

考
え
た
り
葛
藤
し
た
り
し
て
い
る
。

４
月
か
ら
実
際
に
大
熊
町
に
毎
朝
通
勤
す
る

な
か
で
、
未
だ
帰
還
困
難
区
域
で
あ
り
、
車
で

の
通
行
の
み
が
認
め
ら
れ
て
い
る
区
間
や
、
震

災
当
時
の
ま
ま
荒
れ
果
て
た
住
宅
の
側
を
通
る
。

当
た
り
前
に
通
る
道
だ
け
れ
ど
、
い
つ
も
や
る

せ
な
い
思
い
や
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
が
こ
み
あ
げ

て
く
る
。
そ
し
て
、
で
」
れ
か
ら
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
今
の
自
分
が
、

こ
の
大
熊
町
で
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
」
と

ふ
と
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。

月干」社会教育 20249  '

“

 月刊社会教育  20249

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
答
え
の
な
い
問
い
が
溢

れ
る
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
」

子
ど
も
た
ち
に
は
、　
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
良
¨

さ
を
活
か
し
な
が
ら
自
ら
考
え
、
他
者
と
と
も

に
新
た
な
も
の
ご
と
を
創
造
し
て
い
け
る
力
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。
何
も
考
え

ら
れ
ず
、
た
だ
誰
か
の
言
い
な
り
に
な
る
よ
つゝ

な
人
を
育
て
て
い
て
は
、
ま
た
同
じ
過
ち
を
繰

り
返
し
て
し
ま
う
と
思
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
ゆ
め
の
森
が
目
指
す
ょ
う

に
一
人
ひ
と
り
の

「好
き
」
を
大
事
に
そ
れ

ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
学
び
を
行
な
い
、
子
ど
も
自

ら
学
び
の
主
体
に
な
れ
る
よ
う
な
教
育
が
必
要

な
の
だ
と
思
■ヽ

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
現
場
で
働
く
な
か

で
そ
れ
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
と
感
じ
る
。

従
来
の
学
校
シ
ス
テ
ム
で
学
ん
で
き
た
自
分
自

身
の
価
値
観
と
の
間
で
葛
藤
す
る
こ
と
も
ょ
く

あ
る
。
ま
た
、　
一
人

一
人
に
合
わ
せ
る
と
い
う

こ
と
は
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
よ
く
知
っ
て
い

る
必
要
が
あ
り
、
そ
こ
ま
で
追
い
つ
け
て
い
な

い
自
分
も
い
る
。

け
れ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
学
び
に

よ
つ
て
、
子
ど
も
が
学
び
の
主
体
に
な
る
素
晴

ら
し
さ
も
日
々
感
じ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
人

の
考
え
や
価
値
観
を
た
く
さ
ん
吸
収
し
て
、
考

え
る
こ
と
を
や
め
な
い
よ
つヽ
に
し
た
い
。

「自
由
」
で
あ
る
こ
と
の
意
味

そ
し
て

「自
由
」
に
つ
い
て
も
、
こ
の
３

カ
月
間
と
て
も
考
え
を
巡
ら
せ
て
き
た
。
上
述

し
た
よ
う
に
、
ゆ
め
の
森
で
は
子
ど
も
た
ち
自

ら
が
考
え
自
ら
学
ぶ
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。

唯

一
無
二
の
存
在
で
あ
る
ひ
と
り
ひ
と
り
の

「自
由
」
を
実
現
し
追
求
し
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
考
え
方
は
教
員
の
あ
り
方
に
も
通
じ
て
い

て
、
ゆ
め
の
森
は

「
こ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
考
え
方
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「自
由
」
＝

「楽
」
で
は

決
し
て
な
い
の
だ
と
い
っヽ
こ
と
を
こ
の
３
カ
月

間
で
身
を
も

っ
て
感
じ
た
。
子
ど
も
も
教
員

も
、
「自
由
」
で
ぁ
る
か
ら
と
い
っ
て
ゃ
ら
な

く
て
い
い
、
考
え
な
く
て
も
い
い
の
で
鷲
な
く

て
、
「自
由
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
活
動

を
や
る
こ
と
の
意
味
や

「
そ
も
そ
も
」
を
き

ち
ん
と
考
え
て
行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
人
か
ら
答
え
を
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な

い
の
だ
と
い
っヽ
こ
と
に
、
だ
ん
だ
ん
と
気
が
っ

い
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
環
境
下
に
い
る
こ
と
は
今
の
自

分
に
と
っ
て
は
決
し
て
楽
な
こ
と
で
は
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
を
つ
く
る
上
で
大
事
な
核
に

な
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。
そ
れ
は
子
ど
も

た
ぢ
に
と
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
、
今
、
ゆ
め
の

森
の

「自
由
」
な
土
壌
で
学
ぶ
こ
と
は
、
子

ど
も
た
ち
が
将
来
、
こ
の
地
域
や
社
会
を
自
ら

創
造
し
て
い
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
つゝ
。

私
の
目
指
す
教
員
像

日
々
忙
し
な
く
働
く
な
か
で
見
失
い
そ
う
に

な
る
が
、
改
め
て
自
分
は
ど
ん
な
教
員
で
ぁ
り

た
い
か
を
思
い
出
す
。
私
は

「教
育
を
通
し
て

地
域
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
教
員
」
に
な
り

た
い
。
未
だ
何
も
で
き
な
い
初
任
者
だ
け
れ
ど
、

忙
し
い
毎
日
の
な
か
で
も
周
囲
へ
の
感
謝
、
そ

し
て
初
心
を
忘
れ
ず
日
々
成
長
し
続
け
ら
れ
る

自
分
で
い
た
い
。

●
は
ま
お
・
り
な
――
大
熊
町
立
学
び
舎
ゅ
め
の
森
教
員


